
4   産業情報かわさき　No.425

　核磁気共鳴断層造影（MRI）は、放射線による被ばくを伴わず身
体の断層造影が高解像度で行える診断機器という利点があるもの
の、放射線を使う検査（PETやSPECT）と比べて感度が低いという
欠点があります。感度を高め病気を見つけるためにガドリニウム
（Gd）という元素を用いた造影剤（注射液）が医療現場で使われて
います。しかしながら、腎機能が衰えている方には使用できなかっ
たり、排泄されたGdが環境に与える影響などが危惧されています。
　iCONMでは、西山伸宏・主幹研究員（東京工業大学科学技術
創成研究院教授）を中心に、東京工業大・三浦裕准教授ならびに
量子科学技術研究開発機構の青木伊知男博士、長田健介博士らと
の共同研究により、MRIの感度を格段に高められる高分子を
5-10nmという極微小サイズのナノマシンに搭載することに成功
しました。ナノマシンの特性により、がん組織へ選択的に本剤を
届けることができるようになると、がん組織だけを強調させた画

像が得られ、小さながんが見つけやすくなるだけでなく、使用す
るGdも大幅に減量でき、副作用が生じにくくなります。また、
今回の開発で最も重要なポイントは、高分子化合物を10nm以下
という極めて狭いスペースに収納し、分子をコンパクトに「折り
たたむ技術」により、MRIの感度を向上させる新しい原理を見つ
けられたことです。この原理を応用すると将来、高い診断性能を
持ち、同時に環境にやさしい技術になることが期待でき、今後の
造影剤のあり方を大きく変えるかもしれません。2023年11月
29日に Advanced Science 誌に掲載された論文*では、そのあ
たりの技術について報告しています。
　さらに、Gdは熱中性子を捕獲すると高エネルギーを発生する
ことが知られており、すでに臨床現場で使用されているホウ素中
性子捕獲療法（BNCT）同様、がん治療への応用も実験レベルで
実証されました。

＊Advanced Sc ience :  “Se l f -Fo ld ing 
Macromolecular Drug Carrier for Cancer 
Imaging and Therapy” , S. Gao, Y. Miura, 
A. Sumiyoshi ,  S .  Ohno, K. Ogata, T.  
Nomoto, M. Matsui, Y. Honda, M. Suzuki, 
M. Iiyama, K. Osada, I. Aoki, N. Nishiyama. 
https://doi.org/10.1002/advs.202304171

　病院に入院すると当たり前のようにお世話をしてくれる看護
師さんたち。
　実際には、ルーチン業務に加えて、同時に複数のミッション
が突然発生することが多々あります。「多重課題」と呼ばれる
このような事態においては、とっさの判断力が必要となり強い
ストレスが現場の看護師にかかります。そのような状況下にお
いても冷静な行動がとれるように想定事例をシナリオ化し、
ロールプレイによる「学びの場」を提供するベテラン看護師ボ
ランティアグループが川崎市看護協会の支援により誕生しまし
た。本市民公開講座では、病院と訪問看護での多重課題の場面
を動画で紹介、パネルディスカッション形式で看護師による動
画の解説と、企業あるいは研究者の視点でのコメントを予定し
ています。単に看護現場を知るだけでなく、仕事や実験の段取
りの付け方や危機管理についても学ぶ機会として頂ければ幸い
です。また、モノづくり企業の皆様には、是非、新製品開発の
ヒントにして頂ければと思います。 
　

●日時 2024年3月2日（土）14:00～16:00
●開催方法 Zoom ウェビナー
●申込方法等 詳細・事前登録については下記QRコードか

らご覧ください。

・本舘教子 聖マリアンナ医科大学病院 副院長・看護部長
・坂下聖加子 総生会 麻生総合病院 副看護部長
・渡部寛子 川崎市看護協会在宅療養推進担当
 かわさき訪問看護ステーション副所長　兼務
・白﨑　功 （株）リリアム大塚 取締役会長
・大西絵満 かわさき市民放送局（株）代表取締役社長
・神田循大 ナノ医療イノベーションセンター 特任研究員
<モデレーター>
　島﨑　眞 iCONM コミュニケーションマネジャー・
　　　　　　 CHANGE 副プロジェクトリーダー

【問い合わせ先】
　川崎市産業振興財団ナノ医療イノベーションセンター
　E-mail：iconm-pr@kawasaki-net.ne.jp
参加登録フォーム：
　https://forms.gle/nvQxq4dA9Dn8Qank8

iCONM／CHANGE市民公開講座（川崎市看護協会 後援）
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～高分子を10nm以下のナノマシンに折りたたんで性能アップ～

「看護現場のリアルからつかむ工学連携のヒント」

より身体と環境にやさしい画像診断薬の開発




